
令和６年。今年の新年号の表
紙は、辰年の皆さんにご協力い
ただき、新たな年に『挑戦して
みたいことや抱負、目標』をお
聞きしました。今年は龍のよう
に空高く躍動的で実りある年に
なることを願っています。

◆ 村長・村議会議長　年頭のご挨拶　    Ｐ２ ～  3
◆ 行政区長会議が開催　 　　　　　　  　　   Ｐ  4
◆ スーパービレッジ構想          　　　　　  　Ｐ  5  
◆ 村のわだい ・村からのお知らせ　　　　　 　Ｐ  8  ～ 11
◆ ときめきイルミネーション　　      　　　　 Ｐ 13

2024 年
新年の抱負
2024年
新年の抱負



更別村長

西　山　　　猛
更別村議会議長

織　田　忠　司

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
年
頭
に
当

た
り
、
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
２

年
近
く
が
経
過
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
武
装

組
織
ハ
マ
ス
の
軍
事
衝
突
な
ど
世
界
各

地
で
戦
火
が
止
ま
ず
、
多
く
の
尊
い
命

が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
、

紛
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
願
う
一
年

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

国
内
で
は
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
が

５
類
に
移
行
、
消
費
や
旅
行
、
外
国
人

観
光
客
の
増
加
な
ど
経
済
活
動
の
復
活

に
向
け
て
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
催
事
が
活
発
化
す
る
一

方
、
新
型
コ
ロ
ナ
自
体
が
収
束
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
引
き
続
き
個
人
の
判
断

に
よ
る
感
染
対
策
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
夏
の
全
国
の
平
均
気
温

は
統
計
開
始
以
降
最
高
と
な
り
、
各
地

で
猛
暑
日
や
真
夏
日
の
記
録
を
更
新
、

道
内
で
も
熱
中
症
搬
送
者
数
は
前
年
の

10
倍
に
達
し
、﹁
こ
れ
ま
で
に
な
い
暑

さ
﹂
を
経
験
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
明
る
い
話
題
と
し
て
、
３

月
に
開
催
さ
れ
た
野
球
の
世
界
大
会

︵
Ｗ
Ｂ
Ｃ
︶
で
は
侍
ジ
ャ
パ
ン
が
世
界

一
に
輝
き
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
は
大

谷
翔
平
選
手
が
２
度
目
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
獲

得
、
将
棋
の
藤
井
聡
太
棋
士
が
８
冠
を

達
成
す
る
な
ど
、
各
分
野
に
お
け
る
日

本
人
の
活
躍
は
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
や

希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
も

日
本
が
元
気
に
な
る
出
来
事
が
数
多
く

あ
れ
ば
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
更
別
村
に
お
き
ま
し
て
は
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
猛
暑
に
よ

る
品
質
の
低
下
、
作
業
の
前
倒
し
な
ど

に
加
え
て
、
肥
料
・
資
材
等
の
高
止
ま

り
に
よ
り
経
営
面
へ
の
影
響
が
大
変
心

配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
粗
生
産
額

に
つ
い
て
は
農
業
者
の
皆
様
の
た
ゆ
ま

ぬ
ご
努
力
に
よ
り
、
史
上
第
３
位
と
伺

っ
て
お
り
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。
未
だ

続
く
物
価
の
高
騰
、
円
安
な
ど
に
よ
り

農
業
者
の
み
な
ら
ず
事
業
者
、
村
民
生

活
へ
の
影
響
は
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
議
会
と

し
て
も
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

猛
暑
は
場
所
や
年
齢
を
選
ぶ
こ
と

な
く
、
昨
年
は
小
中
学
校
等
で
熱
中
症

対
策
と
し
て
、
初
め
て
臨
時
休
校
の
措

置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
安
全
な
学
習
環

境
を
整
え
る
た
め
、
小
中
学
校
等
へ
の

空
調
設
備
は
今
夏
に
間
に
合
う
よ
う
準

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
国
営
か

ん
が
い
排
水
事
業
新
更
別
地
区
が
着
手

さ
れ
、
将
来
の
生
産
基
盤
の
安
定
に
向

け
て
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
２

年
目
と
な
っ
た
更
別
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ

ジ
構
想
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
村

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
理
解
の
拡
大
と
と
も
に
事
業
が
定

着
す
る
よ
う
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
統
一

地
方
選
挙
に
よ
り
８
名
の
議
員
が
誕
生

し
ま
し
た
。
日
々
の
研
鑽
と
と
も
に
、

村
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

が
議
会
・
議
員
活
動
の
原
点
で
す
。様
々

な
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
議
会
の

役
割
を
果
た
す
べ
く
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
皆

様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

く
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
自
覚
と

責
任
を
強
く
し
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま

し
た
﹁
ふ
る
さ
と
納
税
﹂
で
す
が
、
本

年
度
の
寄
付
額
が
11
月
末
時
点
で

３
億
２
千
万
円
と
な
り
、
過
去
最
高
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
の
確
保

と
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
本
村
の
施
策
の

実
現
や
諸
課
題
解
決
に
向
け
、
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
完
全
な
収
束
と
は
言
え

ず
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
と
い
う
新
た

な
状
況
を
迎
え
て
い
る
こ
と
や
、
猛
暑

な
ど
異
常
と
も
い
え
る
気
候
変
動
が
学

校
生
活
や
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、酪
・

畜
産
業
へ
与
え
た
影
響
、
酪
・
畜
産
業

を
巡
る
消
費
の
落
ち
込
み
、
生
乳
価
格

の
低
迷
、
個
体
価
格
の
下
落
な
ど
厳
し

い
状
況
や
、
一
年
半
以
上
に
も
及
ぶ
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
肥

料
・
飼
料
・
燃
油
高
騰
と
そ
れ
に
よ
る

農
・
酪
・
畜
産
・
商
工
業
や
生
活
全
般

へ
の
大
き
な
影
響
な
ど
、
依
然
と
し
て

逼
迫
し
た
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
諸
課

題
解
決
に
向
け
、
各
種
支
援
や
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
新
た
に
し
、

ま
た
、
村
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
し
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
本
年
も
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

べ
つ
、
道
・
国
の
関
係
機
関
の
方
々
と

の
地
道
な
中
央
要
請
や
道
選
出
議
員
・

関
係
各
省
庁
へ
の
働
き
か
け
が
実
っ
た

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
国
の
令
和
５
年

度
予
算
に
正
式
に
採
択
さ
れ
、
総
事
業

費
１
５
０
億
円
、
工
期
12
年
と
い
う
壮

大
な
事
業
と
し
て
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
本
村
の
農
業
基
盤
整
備
の
大
き

な
一
歩
と
な
る
輝
か
し
い
新
た
な
歴
史

の
１
ペ
ー
ジ
を
切
り
拓
い
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
。﹁
大
事
を
済
す
︵
な
す
︶

に
は
、
必
ず
人
を
以
て
本
︵
も
と
︶
と

な
す
﹂。
改
め
て
、
地
域
の
皆
様
の
艱

難
辛
苦
に
立
ち
向
か
う
粘
り
強
さ
と
結

束
力
に
触
れ
、
村
政
も
か
く
あ
ら
ね
ば

と
考
え
る
次
第
で
す
。
ま
た
、
30
数
年

来
の
悲
願
で
あ
っ
た
国
道
橋
の
架
け
替

え
工
事
も
、
高
規
格
道
路
か
ら
の
サ
ラ

ベ
ツ
川
改
修
と
と
も
に
着
手
さ
れ
、
道

路
・
橋
り
ょ
う
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

大
き
く
前
進
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
に
は
河
野
太
郎
デ
ジ
タ
ル
大
臣

が
﹁
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
﹂
の
視

察
に
来
ら
れ
、﹁
更
別
村
で
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
農
業
の
生
産
性
、

並
び
に
住
民
生
活
の
利
便
性
が
向
上
す

る
意
義
は
大
変
大
き
く
、
大
い
に
期
待

し
て
い
る
﹂
と
の
高
い
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

の
中
、﹁
道
内
や
日
本
の
同
じ
課
題
を

抱
え
る
中
山
間
農
村
地
域
の
希
望
の
光

に
な
れ
た
ら
﹂
の
想
い
や
国
か
ら
大
き

村
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
６
年
の

輝
か
し
い
新
春
の
幕
開
け
を
ご
家
族

の
皆
様
と
と
も
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
村
政
の
運
営
・
執
行
に
あ
た

り
、
村
民
の
皆
様
に
は
、
多
大
な
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
衷
心
よ
り

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
月
に
村
長
と
し
て
三
期
目
の
重
責

を
担
わ
せ
て
頂
い
て
か
ら
、
早
、
八
か

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
　

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
50
数
年
来
の
悲
願
で

あ
っ
た
﹁
新
更
別
地
区
国
営
か
ん
が
い

排
水
事
業
﹂
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
２
０

１
６
年
の
大
型
台
風
に
よ
る
滞
水
・
冠

水
被
害
か
ら
、
事
前
調
査
を
含
め
足
か

け
７
年
に
わ
た
る
期
成
会
や
Ｊ
Ａ
さ
ら

23



藤ふ
じ
さ
わ澤

紀の

り

お雄
さ
ん

令
和
５
年
秋
の
叙
勲

受
章

瑞

宝

単

光

章

　

永
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
お
よ
び
分
団

長
、
ま
た
村
議
会
議
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
藤
澤
紀
雄
さ
ん
が
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
藤
澤
さ
ん
は
、
昭
和
33
年
10
月
に
消
防
団

員
と
な
り
、
昭
和
57
年
５
月
か
ら
は
上
更
別

消
防
団
班
長
に
、
昭
和
62
年
４
月
か
ら
は
南

十
勝
消
防
事
務
組
合
更
別
消
防
団
副
分
団
長

に
、
平
成
３
年
４
月
か
ら
平
成
７
年
４
月
ま

で
は
同
分
団
長
を
務
め
、
ま
た
、
平
成
７
年

５
月
か
ら
平
成
19
年
４
月
ま
で
は
村
議
会
議

員
を
３
期
12
年
務
め
ら
れ
、
本
村
の
安
心
安

全
、
命
を
守
る
活
動
お
よ
び
村
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
は
12
月
12
日
役
場
応
接
室
で
行
わ

れ
、
西
山
猛
村
長
か
ら
勲
記
と
勲
章
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
西
山
村
長
は
「
永
き
に
わ
た

り
村
民
の
命
と
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
消
防

団
の
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し

ま
す
。
本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
祝
福
し
、
藤
澤
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
章

を
い
た
だ
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

務
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
皆
さ
ん
の
ご
支

援
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

後列左から大野副村長、佐藤副団長
前列左から西山村長、藤澤さん、小川団長

勲記と勲章を受け取る藤澤さん

コミュニティナースが住民のみなさんと
関係づくりを始めています。

共助 Wi-Fi（Sharing-Sarabetsu-WiFi）が
広がっています！

　村では「更別村スーパービレッジ構想」のデジタルインフラ整備として、市街地共助 Wi-Fi の設置を実施して
おります。昨年の広報さらべつ 3 月号で設置のお知らせをしておりますが、今月号では共助 Wi-Fi の範囲をお知
らせいたします。引き続き、共助 Wi-Fi の設置（現在 39 か所）を続けておりますので、ぜひご利用ください。なお、
ご利用に必要な SSID とパスワードは、Wi-Fi 設置場所に記載していますので、ご確認ください。ご不明な点は、
Social Knowledge Bank 合同会社（ソーシャル ナレッジ バンク） 65-0366　 070-8916-6420 へ。

●問い合せ
   企画政策課スーパービレッジ推進室　 52−5252

．●問い合せ
   企画政策課スーパービレッジ推進室　 52-5252　　　コミュニティナース更別事業所   　　 070-7568-2493　

ā઀༃ȥɣഺɅୣھȱĂഺȦऻȬɥ!211 ਫ਼ɘɁワクワクລȫ

ɀȱɘȠࡋಙɈ農ഺĩɬ੼ɥɓȩĂ高ᇖଞɈၫęɈ!!ߖȱȞĩ

ɞ!!ࡌȱȞĩɈ୾࠰ɬȮێ஗ȱɀȞɘȳĊʋʷʽʣティʢーʑĪڬ

ɩɣȴĂၙ࠲Ʌ߆ᆫ૝ۇĶʋʷʢʑķɂȞȠăīɉݚ ɣȱɈෂɁ

උɜȦඋȥɈই࡜ɬܾܧɁȧɥȾɄȦɤɬāȾȩɤɘȳĩă

左から　いまむー・やや・ゆみ　です

コ ミ ナ ス 通 信vol.19
コミュニティナースが住民のみなさんと

関係づくりを進めています。

毎週木曜日の午後は活動拠点の福祉の里温泉のロビーに滞在！お気軽にご相談ください。

ĩ

ĩ

ĩ

さらべつほーぷの授業に参加

ā23ॢ23໲ĪݮīɅۙڳۋ࣋会DTʋーʟィʥーʗーɈ
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ȞȞȹȱɘȳăࡄ

ĩ

サンデーズカフェを開催しました！
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行
政
区
長
会
議
が
開
催

　
令
和
６
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、　　

「
宅
地
分
譲
整
備
事
業
（
花
園
プ
ラ
ム

タ
ウ
ン
第
１
期
造
成
）」、「
乗
合
タ
ク

シ
ー
運
行
事
業
」、「
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ

ジ
構
想
推
進
事
業
」、「
社
会
福
祉
施
設

整
備
事
業
（
福
祉
ホ
ー
ム
建
設
実
施
設

計
）」、「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
事

業
（
実
施
設
計
）」、「
行
政
区
会
館
改

修
事
業
」な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
現
在
予
算
審
議
中
で
す
の
で
、
内
容

　
が
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
の

　
主
な
事
業
予
定
に
つ
い
て

　
村
か
ら
の
連
絡
事
項
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

①
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
の
満
足
度　

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

②
人
材
育
成
事
業
の
実
施

③
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業

④
村
道
の
除
雪

⑤
介
護
に
関
す
る
入
門
研
修

⑥
出
前
宅
配
便
「
健
康
講
座
」
の
開
催

⑦
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

⑧
広
報
新
年
号
の
配
布
日

⑨
年
度
内
の
主
な
行
事
予
定

⑩
役
場
等
の
年
末
年
始
業
務
日
程

連
絡
事
項
に
つ
い
て

12
月
４
日
︑
今
年
度
第
２
回
目
の
行
政
区
長
会
議
が
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
︒
令
和
６
年
度
の
主
な
事
業
な
ど
に
つ
い
て
西
山
村
長
や
担
当
課
長

か
ら
説
明
を
行
い
︑
出
席
者
か
ら
は
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
︒
説
明
し
た
議
題
の
う

ち
︑
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
︒

年
度
内
の
行
事
予
定

　
・
１
月
７
日
（
日
）

　
　
更
別
村
二
十
歳
を
祝
う
会

　
・
２
月
18
日
（
日
）

　
　
更
別
村
教
育
の
日
村
民
集
会

　
・
３
月
中
旬

　
　
村
議
会
定
例
会

国道
236
route

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

更別村役場
シルバーハウジング
ヤマジョウ
ポピーマート
山田商店
増田商店
ホームセンターおがわ
ほそや
フナキ薬局
カットサロンしもの
更別企業

1

2

至　道の駅

9 3 7 106

5

12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

シツカワ測量
道東エア・ウォーター更別
眉山
片岡商店
林自動車
福祉の里
農協ホクレンスタンド
ヤマジョウスタンド
どんぐり保育園
更別幼稚園
小島商店

サテライトオフィス
市川天竜堂書店
sarapark
ニシヤマ
いましろ
セブンイレブン
パン舎
商工会議所
更別運輸
yaji・二つで十分ですよ
NESIC十勝イノベーションセンター

34
35
36
37
38
39
40
41

喫茶　惺
わがや
すずきとこや
加藤自動車整備工場
すずらん美容室
石村車輌整備工場

上更別地区　更別地区　

26
35

11 141518 16

33

31

23

29 36

30

37

17

2832

12

27

34

22

39

19

21
20

24

25

38

8

4

13

ポピーマートさらら

　　　　　　　⬆ 
市街地Wi-Fi 利用可能
一覧はコチラから確認で
きます。
※番号は設置順。
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２
年

11
月
１
日
〜
４
日
に
か
け
て
広
島
、
岡

山
、
姫
路
に
行
き
ま
し
た
。
１
日
目
は
新

千
歳
空
港
か
ら
広
島
空
港
ま
で
行
き
、
そ

の
後
、
お
好
み
物
語
で
各
ク
ラ
ス
ご
と
に

広
島
の
お
好
み
焼
き
を
食
べ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
広
島
の
平
和
記
念
公
園
に
行

き
、
宮
島
の
厳
島
神
社
、
尾
道
、
鞆
の
浦

に
行
き
ま
し
た
。

　

平
和
記
念
公
園
で
は
写
真
で
は
感
じ
ら

れ
な
い
迫
力
が
感
じ
ら
れ
、
宮
島
で
は
鹿

が
、
尾
道
に
は
猫
が
沢
山
い
ま
し
た
。
と

て
も
可
愛
か
っ
た
で
す
。

　

３
日
目
は
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
小
豆
島
に

行
き
、
オ
リ
ー
ブ
収
穫
や
講
話
を
聞
き
恋

の
オ
リ
ー
ブ
の
葉
を
探
し
ま
し
た
。
４
日

目
は
姫
路
城
に
行
き
ま
し
た
。
近
く
に
は

動
物
園
も
あ
り
、
可
愛
い
動
物
が
沢
山
い

ま
し
た
。
ま
た
キ
ッ
ズ
エ
リ
ア
の
遊
園
地

も
あ
り
子
供
が
沢
山
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
で
反
省
文
を
書
か
さ
れ
て
い

る
人
も
い
ま
し
た
が
、
時
間
に
余
裕
を
持

っ
て
動
け
る
よ
う
、
見
学
旅
行
で
学
ん
だ

こ
と
を
日
々
の
学
校
生
活
や
社
会
に
出
た

時
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

更
༔
౺
Ὶ
Ƀ
ȭ
Ʌ
਄
ℕ
ɀ
ɜ
୥
஧
౴
ɦ

　
２
年
次
学
年
主
任　
　

11
月
１
日
、
２
年
次(

28
名)

は
広
島

に
向
け
離
陸
。
４
つ
の
テ
ー
マ
を
組
み
込

ん
だ
３
泊
４
日
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争

が
始
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
テ
ー
マ
①
を

﹁
平
和
学
習
﹂
と
し
、
戦
争
の
惨
禍
・
非

戦
を
考
え
て
も
ら
え
る
最
適
な
場
所
と
し

て
﹁
原
爆
ド
ー
ム
﹂﹁
原
爆
資
料
館
﹂
を

選
択
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
を
学
ぶ
高

１皿分

塩分0.8g  食物繊維2.0gイ́ ーʐ

＜つくり方＞

①ほうれん草の根元をよく洗い、沸騰したお湯で茹でておく。

②なめこは石づきを切り落としてほぐし、ざるに入れて水で洗

　い、沸騰したお湯で茹でておく。

③大根は皮をむいておろし金でおろし、水分を切っておく。

④茹でたほうれん草は水気を切ってから、３cm幅くらいに切り、

ボールに入れ、②と③、めんつゆ、かつお節を加え、全体を

　和えたら出来上がり。

◆材料（４人分）
　ほうれん草１パック、なめこ１パック
　大根５cm程度、めんつゆ大さじ２
　かつお節１パック

ほうれん草となめこのおろし和え

●問い合せ　保健福祉課保健推進係　 53-3000
　　　　　　管理栄養士　小田　いつみ

旬のほうれん草は甘みが増して美味しく、ビタミンやミネラルたっぷ
りで栄養価の高い食材です。冬場はさまざまな感染症が流行するので、
栄養価の高い食材を取り入れて自己免疫力を高められるよう工夫しま
しょう！

１人分カロリー
：30kcal
塩分
：0.6g
食物繊維
：3.0g

次号は「れんこん」です

※医療費控除の申告に関することは、税務署にお問い合せください。

【イメージ図】

受診年月 診療を受けた医療機関等 診療区分 日数 医療費の総額 自己負担額 食事療養・生活療養費
回数 費用額 標準負担額

令和５年１月 ○○病院 医科外来 １ 18,000 1,800
令和５年2月 ◇◇薬局 調剤 １ 10,000 1,000
令和５年3月 △△病院 医科入院    ５ 202,000 20,200 15 11,490 6,900

合計 230,000 23,000 11,490 6,900

医
療
費
通
知
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

注
意
事
項

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
︑
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
の
医
療
費
総
額
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
医
療
費
通

知
を
︑
対
象
期
間
に
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し
た
全
て
の
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
へ
︑
１
月
上
旬︵
令
和
５
年
１
~
９
月
分
︶と

２
月
下
旬︵
令
和
５
年
10
月
~
12
月
分
︶の
年
２
回
送
付
し
ま
す
︒

●
問
い
合
せ　

　
保
健
福
祉
課
国
保
介
護
係　
　
　
　
　
　
☎
53
・
３
０
０
０

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
１
１・２
９
０・５
６
０
１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

お
知
ら
せ

◆
医
療
費
の
推
移
が
一
目
で
わ
か
る
た
め
、
ご
自
身
の
健
康
状

　
態
の
把
握
や
健
康
管
理
に
活
用
で
き
ま
す
。

◆
健
康
診
査
な
ど
、
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
や
増
進
に
役
立
つ
情

　
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
診
療
日
数
な
ど
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
医
療
機
関
な
ど
の
請
求
の
遅
れ
や
請
求
内
容
を
審
査
中
の
も

　
の
な
ど
、
一
部
の
受
診
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

◆
自
己
負
担
額
は
、
村
か
ら
医
療
費
の
助
成
を
受
け
て
い
る
な

　
ど
、
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
と
実
際
に
窓
口
で
支
払
っ
た
金

　
額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
こ
の
通
知
は
み
な
さ
ん
の
受
診
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の

　
で
あ
り
、
請
求
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
控
除
の
申
告

◆
こ
の
通
知
は
医
療
費
控
除
の
申
告
手
続
で
医
療
費
の
明
細
書

　
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
（
※
）。

ᇇሆǒ༃ǐॢɅഺɈழ学校ɒఛȹɅ໴学ȯɦɥ

૥ຮ )ိ౰ 3:༃ǐॢǎ໲ȥɣိ౰41༃ǐॢ１

໲౺ɘɦ*ɂĂෂ学校ɒఛȹɅ໴学ȯɦɥ౺๤)ိ

౰34༃ǐॢǎ໲ȥɣိ౰35༃ǐॢ１໲౺ɘɦ *

ɈȤાȯɭȦȞɥȮݦวɅൎȱĂ１ॢݚ஄Ʌ໴学

ฆඪஙɬഗ࿥ȱɘȳă

āฆඪஙȦ໅ȥɄȞ௲ਗɞ໘ᅎɅিɤȦȜɥ௲ਗ

ɉۙڳۋ࣋会ɘɁȮᇦᅵȩȺȯȞă

ŜᄎȞਗȵ

āۙڳۋ࣋会ૢოࣟ学校ۋ࣋बāԠ63-4282

令和６年度
新入学児童・生徒の

保護者のみなさんへ

北海道 　    更別村

Facebook&Instagram
QR コードを読み取って

フォローをしてみよう！

各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　 52 2111　 　soumu sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　 52 2114 　　kikaku sarabetsu.jp

さらべつ
生活応援クーポン券を全世帯へ

使用期限は令和６年２月末まで！

コロナ影響下における、電力・ガス・食料品など
の価格高騰対策として、村民の皆さんの生活と村内
事業者の支援をするため、村内商店・飲食店などで
使用できる第２回『さらべつ生活応援クーポン券』
を全世帯へ順次送付しています。
◆発行内容
　村民１人あたり 5,000 円
　（500 円クーポンを 10 枚）
◆対 象 者
　村民（11 月 27 日基準日）
　※基準日以降、２月 29 日までに転入および出生
　　の届出のあった方へは、村より別途ご案内しま
　　す。
◆使用期限

クーポン券到着後、令和６年２月 29 日（木）
　まで使用可能です。

●問い合せ
　対象者・郵送　村産業課商工労働観光係

52−2211
　使用方法・取扱店　村商工会　　　　　　

52−2010

令和５年度第２弾！
お早めにお使いを！

校
生
に
は
﹁
農
業
体
験
学
習(

テ
ー
マ
②

)

﹂
と
し
、
北
海
道
で
は
、
栽
培
で
き
な

い
作
物
で
あ
る
﹁
オ
リ
ー
ブ
収
穫
＠
小
豆

島
﹂に
し
ま
し
た
。小
・
中
学
校
時
代
か
ら
、

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
史
跡
に
足
を

運
ぶ
﹁
歴
史
学
習(

テ
ー
マ
③)

﹂
も
取

り
入
れ
、世
界
遺
産
で
あ
る
﹁
厳
島
神
社
﹂

﹁
姫
路
城
﹂
と
と
も
に
、﹁
尾
道
﹂﹁
鞆
の
浦
﹂

と
い
っ
た
﹁
こ
の
機
会
で
な
け
れ
ば
、
決

し
て
行
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
名
所
﹂
を

訪
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
テ
ー

マ
④
で
す
。
全
日
晴
天
。
し
か
も
蝉
が
鳴

き
、
桜
が
咲
く
季
節
外
れ
の
25
度
前
後
と

い
う
気
温
。
十
勝
と
の
寒
暖
差
が
大
き
い

な
か
誰
ひ
と
り
体
調
を
崩
さ
ず
、
ケ
ガ
を

負
わ
せ
ず
に
保
護
者
の
元
に
戻
せ
た
こ
と

に
安
堵
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
旅
行
中

の
凛
と
し
た
生
活
態
度
や
他
者
を
思
い
や

る
態
度
が
垣
間
見
ら
れ
、
大
い
な
る
﹁
成

長
﹂
を
感
じ
、
こ
の
姿
勢
が
、
今
後
の
学

校
生
活
に
反
映
さ
れ
、
そ
の
成
長
を
発
揮

で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
の
が
教
員
の
仕

事
だ
と
考
え
、
数
々
の
思
い
出
を
心
の
フ

ォ
ル
ダ
ー
に
記
録
し
な
が
ら
、
今
後
も
生

徒
と
と
も
に
成
長
す
る
つ
も
り
で
す
。

冬限定のちぢみほうれん草で
作るとより美味しく出来上がります。
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各課・施設の電話／メールアドレス →　産　業　課　 52 2115  　　sangyou sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　 52 2211　  　furusato sarabetsu.jp　　　　　　　　　

89 各課・施設の電話／メールアドレス →　住民生活課　 52 2112  　　jyuumin sarabetsu.jp

          　　　　　　　　　　　　　  →　建設水道課　 52 5200　  　kensetu sarabetsu.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　

子どもたちの未来のために
めぶきの森が講演会開催

翠泉書道教室の子どもたちが活躍
全道学校書道展で入選

　北海道書道教育連盟と毎日新聞社北海道支社主催
の第 67 回全道学校書道展で、齊藤圭人さんが個人
特別賞の北海道書道教育連盟賞を、角玄壮汰さん、
吉田遥紀さん、佐藤渚さん、村田結菜さん、齊藤優
那さん、村田美結さん、髙久りくさんの７名が特選
を受賞するなど、優秀な成績を納めました。指導を
された安江翠泉さんは「今年も子どもたちが頑張っ
てくれました。素晴らしいです」と笑顔で話してく
れました。

12/9

村の仕事を学ぶ
小学生が社会科見学

　11 月に更別小学校と上更別小学校が小小連携として
実施している社会科見学が行われ、21 日には小学３年
生がとかち広域消防局更別消防署を訪れ、24 日には小
学６年生が役場と議会を見学しました。
　３年生は更別消防署で消防車などの説明と防火服を身
につけホースによる消火訓練を体験。また、６年生は役
場の各部署の業務内容について説明を受けたあと、議場
を見学、実際に村長席や議長席へ座り、ミニ議会を体験
するなど理解を深めました。

農業・農村開発コース
ラオス青年研修が来村

　11 月 23 日から 12 月７日まで行われた国際協力機構
（JICA) のラオス人青年研修で８名の研修生が本村を訪
れ、農業や地域産業について学びました。期間中は、
JA さらべつでのスマート農業に関する講義やロボット
トラクターの視察、高校生との交流や北海道エア・ウォー
ターアグリ（株）での野菜加工や製造ラインの見学が行
われ、また、研修前の 11 月 20 日には同国駐日大使館
からフォンサムット・アンラワン特命全権大使の村長と
の懇談や（有）コタニアグリ視察などが実施されました。

　老人保健福祉センター集会室で、一般社団法人めぶき
の森主催の講演会が、札幌市こども心身医療センター精
神科の上田敏彦医師を講師に迎え『すべての子どもたち
の豊かな未来のために 今 私たち大人ができる事』と題
し行われ、昼の部には保護者など 42 名が、夜の部には
関係機関職員や教員など 75 名が参加しました。参加者
は、上田先生の「子どもの行動を大人が勝手に解釈する
のではなく、子どもの心の内を理解すること、そのため
には ” 対話 ” が大切」との話に耳を傾けました。

12/1

　JA さらべつ青年部による食育活動の一つ、子どもた
ちと地元の食材で調理をし交流を深める事業が 11 月に
実施され、22 日には更別幼稚園と認定こども園どんぐ
り保育園で、29 日には認定こども園上更別幼稚園で開
催されました。更別幼稚園では、牛乳をペットボトルに
入れ振って作るバターづくりと、秋に園児と収穫した
じゃがいも、玉ねぎ、にんじんを使ったカレーライス作
りが行われ、子どもたちと青年部員がグループに分かれ
食材を切ったり混ぜたりと楽しみました。

　特定非営利活動法人どんぐり村サラリ（及川末雄理
事長）が 15 周年を記念して大感謝祭を街なか交流館
ma・na・ca で開催しました。サラリは平成 20 年４月
に設立、地域通貨サラリの発行や運用、また会員同士の
支え合いによりつながりを大切に活動している団体で、
大感謝祭第一弾のこの日は、常呂町産の生ホタテやホ
タテ焼きの販売、ハンドメイドつながりやイーゲルコッ
トの小物や雑貨販売などが行われ、生ホタテ販売には約
50 名が並び、開始 30 分ほどで売り切れました。

15 周年を記念して
サラリ大感謝祭を開催

子どもたちと料理で交流
JA さらべつ青年部の食育活動

12
月
６
日
、
認
定
こ
ど
も
園
上
更

別
幼
稚
園
で
は
毎
年
恒
例
の
「
も
ち

つ
き
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お

餅
つ
き
の
絵
本
を
読
ん
だ
あ
と
は
も

ち
つ
き
会
が
ス
タ
ー
ト
。「
よ
い
し
ょ

〜
」
の
か
け
声
の
な
か
、
親
子
で
も

ち
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
つ
い
た

お
餅
は
、
親
子
で
一
つ
ひ
と
つ
丸
め
、

﹃
み
た
ら
し
味
﹄
と
﹃
き
な
こ
味
﹄

に
味
付
け
さ
れ
ま
し
た
。

VILLA
G

E
T

O
P

I
C
S

VIL
LA

G
E

T
O

P
I
C

S 村の

わだい

11/1911/22
29

11/21
24

11/29
〜12/5
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☎

☎

・
生
活
必
需
品
の
価
格
、
出
回
り

　
状
況
の
月
例
調
査

・
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
へ
の
調
査
や
、

　
必
要
に
応
じ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

●
モ
ニ
タ
ー
の
任
期

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

●
募
集
人
数

　
１
名

●
謝
礼

　
月
額
１
６
０
０
円

●
申
込
期
限

　
１
月
31
日（
水
）

産
業
課
商
工
労
働
観
光
係

　
（
ふ
る
さ
と
館
内
）

　
　
　
　
　
　
Ԡ
52
・
２
２
１
１

　

村
が
令
和
３
〜
６
年
度
に
行
う

「
建
設
工
事
」、「
設
計
関
係
」、「
物

品
購
入
・
そ
の
他
委
託
業
務
」
の

入
札
や
見
積
も
り
合
わ
せ
に
参
加

で
き
る
よ
う
登
録
す
る
「
資
格
審

査
申
請
」
は
、
４
年
に
一
度
の
一

括
申
請
年
度
以
外
は
随
時
受
付
と

な
っ
て
い
ま
す
。
登
録
を
希
望
す

る
方
は
申
請
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
類
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
手
、
ま
た
は
役
場
総

務
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
場
所
・
方
法

　
役
場
総
務
課
財
政
契
約
係
に
持

　
参
若
し
く
は
郵
送

総
務
課
財
政
契
約
係

　
　
　
　
　
　
Ԡ
52
・
２
１
１
１

　

北
海
道
で
は
、
道
内
の
消
費
生

活
に
関
す
る
意
見
・
要
望
や
生
活
必

需
品
の
供
給
と
価
格
動
向
を
把
握

し
、
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
を

図
る
た
め
、
令
和
６
年
度
の
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
申
込
み
さ
れ
る
方
は
、
産
業

課
商
工
労
働
観
光
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
モ
ニ
タ
ー
の
職
務

　

顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
は
、
ご
高
齢
の
方
や
小
さ
な
お

子
様
な
ど
、
暗
証
番
号
の
設
定
や

管
理
に
不
安
が
あ
る
方
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
暗
証
番
号
の
設
定
を

不
要
と
し
、
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ

た
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
を

用
い
る
際
の
本
人
確
認
方
法
を
顔

認
証
の
み
と
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
有
効
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
お
持
ち
の
方
で
も
、
役
場

で
申
請
す
る
こ
と
で
暗
証
番
号
不

要
な
カ
ー
ド
に
設
定
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

競
争
入
札
参
加
資
格
の
申

請
を
随
時
受
け
付
け
ま
す

出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

自
宅
で
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
医
療
保
険
者

な
ど
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療
費

通
知
を
添
付
す
る
と
、
明
細
の
記

入
を
省
略
で
き
ま
す
。

帯
広
税
務
署

　
　
　
　
　
　
Ԡ
24
・
２
１
６
１

　

固
定
資
産
税
第
４
期
の
納
期
限

は
、
１
月
31
日（
水
）で
す
。

　

納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
民
生
活
課
税
務
係

　
　
　
　
　
　
Ԡ
52
・
２
１
１
２

●
国
民
年
金
と
は

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
暮
ら
し

を
は
じ
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
に
み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え

合
う
と
い
う
考
え
で
つ
く
ら
れ
た

公
的
年
金
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

に
は
、
老
齢
年
金
の
ほ
か
に
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

●
加
入
対
象
者

　

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

役
場
で
の
申
告
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る

場
合
、
事
前
に
「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

作
成
を
終
わ
ら
せ
て
か
ら
ご
来
庁

く
だ
さ
い
。
様
式
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
ほ
か
、
役
場
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
領
収
書
の
添
付
は
不
要
で
す

が
、
税
務
署
か
ら
提
示
ま
た
は
提

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

に
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
保
険
料

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
と

任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ

た
り
の
保
険
料
は
１
６
５
２
０
円

（
令
和
５
年
度
）で
す
。

●
加
入
手
続
き
と
そ
の
流
れ

　

日
本
年
金
機
構
よ
り
、
20
歳
に

な
っ
て
か
ら
約
２
週
間
以
内
に「
国

民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」や「
国

民
年
金
保
険
料
納
付
書
」
な
ど
が

送
ら
れ
ま
す
。
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
は
別
途
送
付
さ
れ
ま
す
が
、

保
険
料
納
付
の
確
認
や
将
来
年
金

を
受
け
取
る
際
に
必
要
に
な
る
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い（
厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
だ
っ
た

方
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
た

方
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
給
し

て
い
る
（
し
て
い
た
）
方
に
は
送

ら
れ
ま
せ
ん
）。
お
知
ら
せ
が
届

か
な
い
場
合
は
加
入
手
続
き
が
必

要
と
な
る
た
め
、
役
場
住
民
生
活

課
ま
た
は
帯
広
年
金
事
務
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　

納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て
く

だ
さ
い
。
保
険
料
は
金
融
機
関
の

ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
納
付
や
電
子
納
付
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
も
可
能
で
す
。

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　

  

21
・
１
５
１
１

　
役
場
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　

  

52
・
２
１
１
２

カ
ー
ド
は
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

　
・
健
康
保
険
証

　
・
本
人
顔
認
証

●
利
用
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス

　
・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

　
・
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交

　
　

付

※
そ
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

　

き
な
ど
、
暗
証
番
号
の
入
力
が

　

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
で
き

　
ま
せ
ん
。

住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　

  

52
・
２
１
１
２

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
！

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

の
添
付
が
必
要
で
す

村
税
納
期
限
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

各課・施設の電話／メールアドレス　→　保健福祉課　　　　　 53 3000　  　hoken sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　 52 2301　  　shinryousyo sarabetsu.jp

各課・施設の電話／メールアドレス　→　議会事務局　 52 2117　  　gikai sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　 52 2116  　　nougyou sarabetsu.jp

募集種目 応募資格 受付期間 試験日

自衛官候補生
（陸上・海上・航空

の男女）

18 歳以上 33 歳未満
（32 歳の方は、採用
予定月の末日現在、
33 歳に達していない
方）

2 月6日（火）
まで 2 月11日（日）

2 月7日（水）
〜2 月22日（木）

2 月26日（月）
〜3月1日（金）
のうち指定する日

　自衛隊帯広募集案内所
　（帯広市西５条南 14 丁目13 NC サウスビル）
　 23-8718
　 　obihiro.pco.tokachi@rct.gsdf.mod.go.jp

自衛官の募集のお知らせ 詳しくはお問い
合せください。募　集

顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
運
用
に
つ
い
て

TUKA
ピッツェリア

サラベツ川

国
道
２
３
６
号
線

至 

帯
広
　

広
尾 

至 

⇩

更別農業

高等学校

基線

北１線

株式会社

ティー・ワイ

村
道
東

　号
15

⬇

迂回路

迂
回
路

迂回路

⇩

⇩ ⇩

更
別
橋

仮橋↘

⇩

AWアグリフーズテクノ

株式会社

迂
回
路

迂回路

⇩

⇩

      

　消費生活相談室は当面の間、下記のとおり開催し
ています。
　事前予約は不要ですので、インターネットに関す
るトラブルや消費生活に関するお悩みがありました
ら、お気軽にご相談ください。

◆開設日　毎週月曜日
　　　　　（祝日・年末年始除く）
◆時　間　13 時 00 分〜 16 時 00 分
◆場　所　中札内村役場新庁舎　会議室３
　　　　　（中札内村東１条南１丁目２番地１）

●問い合せ　産業課商工労働観光係　☎️ 52-2211

消費生活相談室の
開催について

更別橋架け替えに伴う
仮橋設置と迂回路について

āਡັ 347 ਖ線サラベツ川Ķ更別橋ķɅȾȞɀĂݫȫ

ൖȢ৙ૢɈȹɛĂ23ॢ௫஄ȥɣᇇሆǓ༃ 22ॢਰɘɁ仮

橋Ȧಡ඲ȯɦɘȳăȷɈȹɛĂ৙ૢɅ཮Ȟ23ॢɢɤピッ

ツェリア UVLA ɒɈ୸໴ɤɅȾȞɀɉ迂回路ɬȮᆀᅙ

ȞɘȳĪɄȤĂᇇሆǒ༃ǐॢȥɣࡄ 21 ॢɈ࠰ࡖࡠݤɅ

ȤȞɀɉĂਡັȥɣɈ୸໴ɤȦݢ༑ɂɄɥᅅฤīă

ŜᄎȞਗȵā北ާັޠཡࣟ൑ঢ়ާཡ८ಡင
āāāāāāঢ়ྪັ路ૢოஒ!! 12669.3.4259ā
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ဦ学・ཾێங૥ຮဦ学・学୔ஙɕȥ

Ȣ ɕ ɭ

ĸɂȭɂɭߖȱɚ

!!ā!!サɾʢɈ౦ޢĹ

松永　武 / 著

お風呂のソムリエである作

者がサウナの効果や楽しみ

方を紹介する一冊。

਱ॢɈȤȳȳɛႨ

新 着 図 書 案 内

更別ഺ農ഺࠞޜࣃ೑ʓˋʗーూஙଆȺɢɤ āǕ૪࠰૪࠵ާ 41ယġ 29 ૪ 11 ယ

࢑ ࠵ ໲āݮᅓ໲Ȥɢɍ୳໲ ) ໲・ॢ・๲ެڬ *

ୣ ஒā更別ഺ૦更別໤ǎ線 :7ྈණ 22

āāāāā農ഺࠞޜࣃ೑ʓˋʗー໘

๝ ሇā63Ľ 4282本ごよみ本ごよみ

ね
こ
と
こ
と
り

(

た
て
の　

ひ
ろ
し)

今月の読みきかせ

１月 20 日 ( 土 )　11 時 00 分〜 11 時 30 分

■『What's For Snack Today?』

( 英語で読みきかせをします )

■『オーロラみつけた』

今月の展示

歌
わ
な
い
キ
ビ
タ
キ　

(

梨
木　

香
歩)

P
IH

O
T
E
K

北
極
を
風
と
歩
く

  (

荻
田　

泰
永　

　
　
　
　
　
　

他)

せ
ん
ろ
を
ま
も
る
！

ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー

(

鎌
田　
　

歩
︶

た
ん
じ
ょ
う
び
は

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー(

こ
す
ぎ　

さ
な
え)

だ
ん
だ
ん
で
き
て
く
る
５

城

(

フ
レ
ー
ベ
ル

　
　
　

館)

に
じ
い
ろ
フ
ェ
ア
リ
ー

し
ず
く
ち
ゃ
ん

８

(

友
永　

コ
リ
エ)

マ
デ
ィ
バ
・
マ
ジ
ッ
ク(

ネ
ル
ソ
ン

　

・
マ
ン
デ
ラ)

日
本
全
国
鉄
道
旅
行

(

昭
文
社)

え
き
べ
ん
と
ふ
う
け
い

 (

マ
メ
イ
ケ
ダ)

橋
の
上
で (

湯
本　

香
樹
実)

昆
虫
電
車　

(

い
と
う　

み
ち
ろ
う)

お
に
の
パ
ン
ツ

(

長
谷
川　

義
史)

と
び
だ
せ
！
長
谷
川
義
史　

ぼ
く
の
歩
い
て
き
た
道

(

長
谷
川　

義
史)

こ
ん
な
感
じ
で
書
い
て
い
ま
す (

群　

よ
う
こ)

子
ど
も
と
楽
し
く
学
ぶ

片
づ
け
の
教
科
書

(

清
水　

麻
帆

　
　
　
　

　

他)

ヌ
エ
の
碑　

  (

京
極　

夏
彦)

ア
ウ
ト
ド
ア
六
法

  (

中
島　

慶
二)

顔
面
放
談

  ( 

姫
野　

　
　
　

カ
オ
ル
コ)

史
上
最
高
の

ス
ト
レ
ッ
チ

(

野
上　

鉄
夫
︶

い
ま
こ
そ

ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン

シ
ェ
ニ
ー
ル
織
と
か

黄
肉
の
メ
ロ
ン
と
か

(

江
國　

香
織)

お
弔
い
の
現
場
人
︵
朝
山　
　

実)

ナ
ポ
レ
オ
ン
街
道(

伊
集
院　

静)

思
考
と
体
が
ス
ッ
キ
リ

睡
眠
の
し
く
み

(

坪
田　
　

聡)

幻
の
麺
料
理　

再
現
１
０
０
品

 (

魚
柄　

陣
之
助)

モ
ノ
レ
ー
ル
の
た
び

(

み
ね
お　

み
つ)

(

中
山　

七
里)

で
ん
し
ゃ

と
し
ょ
か
ん

(

深
山　

さ
く
ら)

ジョイさんの読みきかせ

ALT（外国語指導助手）ジョイさん

による英語の絵本の読み聞かせを図書

室で開催します。

　ぜひお越しください。

■期間　１月19日（金）15時30分〜

■一般書コーナー

　『成人の日の本』

■児童書コーナー　

　『節分のえほん』

各課・施設の電話／メールアドレス →　教育委員会　　 52 3171　  　kyoui sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　 53 3700　  　kosodate sarabetsu.jp

〜みんなで楽しみながら彩る〜　Sara イルミ 初点灯
　12 月 10 日（日）、村観光協会（爲廣正彦会長）主催による「イルミ
ネーション「sara イルミ」の点灯式が農村公園で開催されました。
　今年から「ときめきイルミネーション」とは別に観光協会独自で実施
する sara イルミ。地域の皆さんと一緒にアイデアを出し合って作るこ
と目指し、11 月 19 日（日）には東京芸術大学教授の鉄矢悦朗さんを
講師にワークショップを開催。大型遊具や東屋の飾り付け、トンネル作
りなどさまざまなアイデアが出されました。『sara イルミ』とネーミン
グされたイルミネーションは、商工会青年部や、更別農業高等学校の全
校生徒、歩こう会の皆さん、学童保育所の子どもたちなどの協力によ
り飾り付けされました。点灯式本番には親子連れなど約 100 名が訪れ、
爲廣会長の「自分たちのアイデアでイルミネーションを飾り更別村に楽
しい場所を作りたいとの思いで今日まできました。このように多くの方
に来ていただいて嬉しいです」とのあいさつの後、更別農業高等学校生
徒の早坂咲優香さんのカウントダウンとともに約３万球の色とりどりの
電球が見事に点灯しました。このほか、会場ではコーンスープが配布さ
れたほか、子どもたちに光るおもちゃも配布され、会場は賑やかな雰囲
気に包まれました。なお、村内ではときめきイルミネーションとして商
店街も飾り付けされ、更別の夜を彩ります。

各課・施設の電話／メールアドレス → とかち広域消防事務組合更別消防署 52 2201　　syoubou sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ȟۍ
ȷ

　
　
ᆍɤ

Ⱦ

ȧୃ

く
ん

令
和
５
年
１
月
12
日
生

ࢾ
ሆ
ࣾ

甘えん坊な我が家の長男りつきで
す。目に留まるいろいろなものに興味
津々でいつも元気にハイハイして遊ん
でます。これからも元気に大きく育っ
てね！　　　　　　　　　賢汰・怜奈

髙た
か
は
し橋

ᆃɤ

ɂྲ

く
ん

令
和
５
年
１
月
11
日
生

ଭ
ᅝ
෨

愛想良く、いつもニコニコ笑顔。
保育園のお友達も、じぃじとばぁばの
ことも大好き！これからも皆んなに愛
され、元気に育ってね！　　
　　　　　　　　　　　　　諒・明菜

ɞڤ

ȱ઺

ᄭɠ

Ƞ

ɘႯ
く
ん

令
和
５
年
１
月
31
日
生

Ⴈ
　
෨

いつも元気ハツラツな優麻です。１
歳の誕生日、おめでとう。これからも、
病気やケガなく元気に育ってね。
　　　　　　　　　　　貴裕・亜香里

地域安全ニュース

š更別ഺɈৄฆૌႀૢঠૌʔ˅ࡥሃ

　2,001 日 (12 月 18 日現在 )

šණڤۊ೔ۿ຦ɈȤඪɣȵ

ĸ路ჶ๸य़Ʌ෉ڷĊĹ

冬期間となり、十勝管内では圧雪凍結路面によっ

て一時停止場所で止まれず、出会い頭に衝突や制御

不能となり路外に逸脱するなどの事故が多発しま

す。雪道は大変滑りますので、スピードダウンに心

がけ、十分な車間距離をとって運転しましょう。

２月 14 日（水）まで

毎日 17:00 〜 21:30
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総人口

3,130 人
（＋ 2 人）

男性

1,532 人
（＋ 2 人）

女性

1,598 人
( ± 0 人）

世帯数

1,372 世帯
（＋ 2 世帯）

行
政
区
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

︵
９
人
制
︶

●
優
勝
　
柏
町
　

●
２
位
　
旭
区

●
３
位
　
南
更
別
区

行
政
区
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

︵
６
人
制
︶

●
優
勝
　
旭
区
　

●
２
位
　
上
更
別
区

●
３
位
　
南
更
別
区

12/10 11/26

★更別村のお気に入りは？
　近くに魚釣りができる場所がたくさんあるところ。
★あなたの「元気の秘訣」は？
魚釣り。
★「挑戦したいこと」は？
どんちゃんのエアー遊具を作ること。
★地域の皆さんへメッセージをどうぞ！
商工会青年部の部長の為広です。いつもイベントの

協力やご参加いただきありがとうございます。今年も
よろしくお願いいたします。

爲
ためひろ
廣　　拓

たく
さん（更別村出身）

★更別村のお気に入りは？
　自宅や牧場から見える景色（日高山脈）と ”つぶ
　つぶでんぷん ”を使った唐揚げが好きです。
★「挑戦したいこと」は？
　さらべつポニースクール開校！！
★地域の皆さんへのメッセージをどうぞ！
　昨年オープンした『さらべつポニーファーム』は、
ポニーと馬がゆったりと暮らす牧場です。冬季はポニー
のそりなど小さなお子様から大人まで乗馬やふれあい
を楽しめます。心身ともに温まりたい方、ぜひ一度遊
びに来てください！（予約制です）

原
はらやま
山 路

みちこ
子さん（京都府出身）

★あなたの「元気の秘訣」は？
　好き嫌いなく食べることと、朝と晩に牛舎の牛たち
のところへ行き乾草（エサ）と水をあげたり、歩くこ
とです。あと、元気クラブへ参加して皆さんに会うこ
とや、くつ下を編むことです。毎年10足編んでいます。
もらった方が喜んでくれるので嬉しいです。
★ご家族へのメッセージをどうぞ。
　おかげさまで元気に過ごしています。
　ありがとう。
　今年も元気でいます。

日
にっこう
光　エイコさん（更別村出身）

★更別村のお気に入りは？
　日本の風景じゃないような広い畑と日高山脈と青空。
★あなたの「元気の秘訣」は？
　チャリ、温泉とサウナ、釣り、旅、笑顔の人とお酒
&カラオケです。
★「挑戦したいこと」は？
　ロードバイク年 3,000km走破とチャリ独り旅。
★地域の皆さんへのメッセージをどうぞ！
　サラリでちょっとしたボランティアをご一緒に！
　感謝の笑顔を拝見すると、幸せ気分になりますよ。

及
おいかわ
川 末

すえお
雄さん（鹿追町出身）

この人
　　キラリ

行
政
区
対
抗

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

●
優
勝
　
更
別
区
　

●
２
位
　
新
栄
町

●
３
位
　
若
葉
町

12/3

辰
　 年

　広報さらべつでは村で活躍している方や頑
張っている方をご紹介しています。１月号の
表紙は、この人きらりと合わせて 2024（令

和６）年の『年男年女』４名の皆さんにご協
力いただきました！皆さんのインタビュー内
容や抱負などをご紹介します！

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
担
当
と
な
っ
て

３
回
目
の
新
年
号
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
も
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
充
実
し
た
１
年
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
急
な
取
材
の
お
願
い
や
ご
依
頼
に
も
皆
さ
ん

に
快
く
ご
協
力
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
も
村
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
発
信
で
き
る
よ
う
心

が
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
課
広
報
係　
川
上
）
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